
　町への功労者をたたえ表彰する式典が、
11月27日㈫パルナスで行われ、受賞者７人
のうち６人が出席して執り行われました。
　式典では、町長が「ご功績に深く感謝する。
夢と希望が持てる町の未来を創造していくた
め、どうかご協力をお願いしたい」とあいさ
つ。功労者に対してお祝いが述べられました。
　最後に受賞者を代表して、町スポーツ推進
委員の田中礼一さんが「今日の栄誉を励みに、
町と地域社会発展のため、力を尽くしたい」
と謝辞を述べました。
■受賞者（敬称略）
古川テツ（民生委員児童委員20年以上、宮川
地区）／田中せつ子（民生委員児童委員20年
以上、向町下地区）／大川幸勝（納税貯蓄組合会計26年以上、大沢内地区）／工藤トミ子（納税貯蓄組合会計21
年以上、上町地区）／田中礼一（スポーツ推進委員20年以上、向町下地区）／宮越恵美子（心配ごと相談員21年
以上、尾別地区）／和田信之（納税貯蓄組合会計20年以上、入舟地区）
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０
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知
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後
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を
受
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し
ま
し
た
。
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 u
p! 今月の

イチ押し

鍋味わって４半島交流 津鉄サポーターズクラブ
「ストーブ列車点火祭」

町に尽力６人に晴れの栄誉 善行・功労者
表彰式

ふるさと
納 税
ありがとう
ございました

　町では、ふるさと納税
を随時お待ちしています。
内容は町ホームページに
も掲載しています。くわ
しくは、総務課までお問
合せください。

〈
東
京
都
中
野
区
〉
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我
が
母
校
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里
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校
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の
頑
張
り
、
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。


